




























中 谷 功 治
シンポジウム
という観点を加味しつつ把握を試みる。
考察に際して留意した点としては、当時の東地中海世界は大まかにいって２つの政
治的要素によって構成されていたことがある。まずはヘレニズム文明圏の発祥地であ
るギリシア本土やエーゲ海、さらに対岸小アジアのイオニア地方などを中心に展開し
たポリス世界がある。独自の都市国家であるポリスは、紀元前５世紀前半にオリエン
トの巨大領域国家ペルシアの遠征軍を退けた後も長きにわたって統一されることはな
く、合従連衡を繰り返しつつ独自の文化圏を形成していた。
他方で、各地の古代文明は前述のポリスと同様の都市国家から始まったとおおむね
言うことができるが、時間の経過とともにそれらは周辺領域へと支配を拡大させてゆ
き、やがて領域国家へと発展した。ポリスとともにヘレニズム世界を構成したディア
ドコイ以降の諸王国もこのような領域国家であった。紀元前２世紀に入って本格的に
東地中海に軍事力を展開することになるローマも同様である。
なお、本シンポジウムにおいては、東地中海世界において覇権を求めて活動する大
規模な領域国家勢力を「帝国」という視点でとらえつつ、その支配のありかたの多様
性を探ってゆくことをことわっておく。
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